
「第４次四街道市生涯学習推進計画（案）」に係る意見提出手続きにおける 

意見の概要と市の考え方 

 

 

 令和６年１月１６日（火）から令和６年２月１５日（木）までの間、「第４次四街道

市生涯学習推進計画（案）」に係る意見提出手続を行ったところ、以下のとおり意見提

出がありました。 

 意見に対する市の考え方をまとめましたので、意見の概要と合わせて公表します。 

 

 ● 意見提出者       

 １人 

 ● 意見数        

 ７件 

 ● 「第４次四街道市生涯学習推進計画」以外の質問・意見・要望 

０件 

 

表中の「市の考え方」の区分  

 〇：意見の全部又は一部を計画の修正に反映したもの  ７件中 ２件 

 △：すでに計画に反映されているもの  ７件中 ２件 

 □：意見を計画の修正に反映しなかったもの  ７件中 ３件 

 

 

 

Ⅰ．第４次生涯学習推進計画（案）への意見 ７件 

No. 意見の概要 市の考え方 
区
分 

１ 

 第１章 ４ 生涯学習を取り巻く
状況の（１）に次に（２）として以下
を追加し、市民に第 4次計画を策定し
た考えが分かるようにしていただき
たい。 
 
（２）第 4次計画を検討するに当たっ
ての視点 
①第 3次計画の課題への対応…第 3
次計画で述べている課題について
の評価 
②第 3 次計画を継承する点…第 4
次計画では、第 3次計画のどんな点
を継承していくのか 
③新たな点…第 3 次計画からの社
会の変化などを踏まえ、新しい点に
ついて言及する 
 

（２）の視点について、 
①につきましては、第３次生涯学習

推進計画での現状と課題として、第３
章で記載し、具体的な取組を記載して
います。 
②につきましては、９ページの「計

画の目指す方向」を第３次生涯学習推
進計画から継承しました。 
③につきましては、新たな視点とし

て、７ページの（２）で記載していま
す。 
 
 

△ 



No. 意見の概要 市の考え方 
区
分 

２ 

 目指す方向３ 学びでつながる地
域づくりの項目の、２，市民参画・協
働の指標値のうちコラボ四街道採択
事業数は現状値が 3事業、指標値を増
加としている。 
①3 事業は単年度採択数と思われる
が、事業成果を 1年毎に求めるのでは
なく、最終年度に向かって各年の成果
や課題を分析しつつ最終年度での指
標値を達成できるように PDCAを回し
ていけばいい。 
②総合計画では現状累計値で 18件、
目標値を 40件としており、総合計画
と生涯学習推進計画と同じ事業にお
いて整合が取れていない。異なる目標
を 2 つの計画で持つべきではないと
考える。 
総合計画に合わせ累計値としたほう
が適切である。 
 

本計画では、生涯学習の推進という 
観点から、総合計画と趣旨の違いによ
り、指標が異なっています。 
コラボ四街道事業では、学びによる

成果を主眼におき、市民参画・協働に
つなげたいと考えています。そのた
め、総合計画で示した累積値ではな
く、増加を指標として設定しました。 
なお、成果指標の設定年度について

は、令和６年４月からの計画では、令
和５年度の実績を反映することがで
きないため、直近の実績として令和４
年度のものを現状値とし、次期計画の
策定年である令和 10 年では、直近の
実績である令和９年度末を指標値と
しているため、累積値でなく原案のと
おりとします。 

□ 

３ 

 目指す方向３ 学びでつながる地
域づくりの項目の、３，人材育成・活
用のうち学校支援人数及びボランテ
ィアセンター登録人数の指標値が「活
動の充実」と抽象的となっている。一
方現状値欄には具体的な人数が記載
されており、何故このような記載にな
るのか理解ができない。指標値を案の
とおり「活動の充実」とするならば、
効果の判定をどのようにするのか物
差しが必要だと思う。さらにこの場合
は成果指標の書き方を人数から活動
内容などと変える他、現状値について
は人数を削除し活動の充実を図るこ
とができるものにすべきである。 
 

 生涯学習審議会において、『「学校支
援ボランティア 13,992 人」と「ボラ
ンティアセンター登録人数 2,222人」
が現状値より増加＝生涯学習の推進
につながっている』と端的に評価をす
るのではなく、ボランティア活動を通
じて、生涯学習への気づきや学びの満
足度を高め、多面にわたり評価してい
くことがのぞましいという、審議会で
の意見を取り入れたため、原案のとお
りとします。  

□ 

４ 

 目指す方向３ 学びでつながる地
域づくりの項目の、４，コミュニティ
活動欄の市民文化祭参加者数の指標
値は 7000人であり、総合計画で示さ
れている指標値は 27081 人となって
いる。 
どちらの指標値が本当なんでしょう
か。 
 

 本計画では、生涯学習の成果は、文
化祭実行委員会に所属する団体の方
や児童生徒作品展に出品された児童・
生徒数の合算を指標値としています。 
総合計画では、文化祭のイベント全

体の市民等の参加総数となっており、
生涯学習推進計画で捉える数値とは
異なります。 
なお、数字の根拠について注釈を追

記し、誤解の無いように努めます。 
 

〇 

  



No. 意見の概要 市の考え方 
区
分 

５ 

 4-1 団体支援に、芸術文化団体連
絡協議会を支援することを事業とし
て追加いただきたい。 
(理由）芸術文化団体連絡協議会は市
内の芸術・文化活動を行っている団体
に加入いただき、芸術文化の振興に寄
与することを目的としています。しか
しながら加入団体数や会員数が減少
しており活動の幅も徐々に狭められ
ています。この傾向を打開し今後芸術
文化活動に取組市民が多くなれば町
の活性化に大きな貢献をするものと
思います。 
 

芸術文化団体連絡協議会は、芸術文
化振興の中心的な役割を担っており、
行政が事務局となって支援をしてい
ます。 
芸術文化の振興は関連事業として

掲載していますが、団体の活性化によ
り、生涯学習の推進に大きな成果が表
れることを期待しています。 

□ 

６ 

4-3 施設の整備の「公民館管理運営
事業」、「図書館管理運営事業」及び「福
祉センター」として、館内に Wi-Fi環
境を整備することを事業として進め
てほしい。 
（理由）今後ますますデジタル化が進
みます。市民が利用する施設に施設利
用者の利便性や学習環境の向上を図
るため館内に無線 LAN によるインタ
ーネット接続環境を整えれば、だれも
が気軽にインターネットに接するこ
とができ学習意欲も増進することが
期待できます。また市の情報や各種団
体のイベント開催の情報の入手が容
易となり、市民が生涯学習として触れ
る機会が増えることが期待できます。 
またこの環境を整備することでデジ
タルデバイド対策としても有効なも
のになると思います。 
 

 生涯学習の推進をより効果的に進
めていく手段として、事業者が提供す
る Wi‐Fi スポットを各公共施設に設
置しています。 

△ 

７ 

 附録 2 市内生涯学習関連施設の利
用状況について 
①公民館の利用状況についての解説文
章はグラフが示している動きだけを述
べております。グラフを見れば簡単に
分かる内容です。 
市民はなぜこのような傾向があるのか
が知りたい。例えば平成 31年度からの
公民館の有料化の影響、公民館改修の
影響、コロナの影響を考察しなければ
なりません。使用の有料化はどの程度
影響があったのかや改修の影響（平成
31 年度は公民館の分館が閉鎖した）な
どを分かりやすく解説し、今後の計画
作りに生かしていかなければなりませ
ん。 
②公民館以外のグラフについても同様
の考察をお願いしたい。 
 

計画の評価については、生涯学習審
議会と庁内組織である生涯学習推進
本部において単年度毎に行っており、
その原因や課題などを報告する機会
を設けています。 
なお、有料化と新型コロナウイルス

の流行時期について注釈を追記いた
しました。 

○ 

 


